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参考資料（先進事例、類似事例） 
 

厳しい再生状況のもと、効率的・効果的に学校施設の老朽化対策を進めるため、従来のように

建築後 40年程度で建替えるのではなく、コストを抑えながら建て替えと同等の教育環境を確保す

ることができ、排出する廃棄物量も少ない長寿命化改修への転換が求められている。 

このような背景から文部科学省では平成 26年 1月に「学校施設の長寿命化改修の手引」をとり

まとめ、また、その実証事業として「学校施設老朽化対策先導事業」を実施している。 

それらを参考に先進事例や類似事例を整理すると以下のとおりである。 

 

 

■学校施設老朽化対策先導事業の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：文部科学省ホームページ 
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（１）熊本県南関町立第四小学校 

学校名 熊本県南関町立第四小学校 所在地 熊本県玉名郡南関町上坂下 3528番地 

面積 屋内運動場/647 ㎡ 建物 屋内運動場/S造 2階建（S50 年建築） 

整備内容

等 

■改修の背景 

・築 36年を経過し、耐震診断（二次診断）で Is値 0.18と判定されたが、主要構造部は

耐力的に支障がないため、耐震補強で安全性を確保。 

・長寿命化改修と地域の防災施設の拠点としての整備等を併せて実施。 

 

■改修方法 

①耐久性に優れた材料等を使用 

・内外装は既存部分は全て撤去。 

・屋根材には耐候性に優れたガルバリウム鋼板を使用。 

・外装材には軽量鋼板や押出成形板を使用し、躯体への荷重を軽減。 

・内部では結露防止等のため下地に断熱材を敷き込み。 

・床下換気が有効に働くよう、床下換気ファンを設置。 

②防災機能の強化やユニバーサルデザインによる地域の拠点づくり 

・地域の避難所に指定されているため、既存校舎との間のスペースを活かした増築によ

り、物資保管室や避難待機室、多目的トイレ、シャワー室などを整備。 

・正面入り口の自動ドア、スロープの設置など段差のない動線、誰にでもわかりやすい

サインなどユニバーサルデザインに配慮した設計。 

③県産木材の積極的な活用による豊かな環境づくり 

・アリーナの床だけでなく、壁面等にも積極的に熊本県産の木材を使用し、木材の特性

を活かした温かみと潤いのある豊かな教育環境を整備。 

 

■改修前後の平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典等 学校施設の長寿命化改修の手引き（平成 26年 1月） 文部科学省 
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（２）長野県岡谷市立神明小学校 

学校名 長野県岡谷市立神明小学校 所在地 長野県岡谷市神明町 1-9-40 

面積 校舎/2537.28㎡ 建物 校舎/RC造 3 階建（S45年建築） 

整備内容

等 

■改修の背景 

・3棟ある校舎のうちの 1棟が築 43年を経過し老朽化が進行し、耐震性にも課題。 

・仮設校舎を建設せずにその分施設整備を充実することとし、耐震補強と併せて実施し

た老朽化対策では、劣化した設備等の更新に加えて、快適な学習環境を提供するため

の改修実施。 

 

■改修方法 

①コンクリートの中性化対策や鉄筋の腐食対策 

・外壁の防水改修を行い、中性化対策や鉄筋の腐食対策に寄与。 

②耐久性に優れた材料等を使用 

・屋根材には耐候性に優れたガルバリウム鋼板を使用。 

・サッシはアルミサッシへ更新し、劣化に強い材料を使用。 

③設備の更新と維持管理の容易性への配慮 

・トイレの洋式化の改修に併せて、校舎全体の給排水管を更新。（配管は露出） 

・電気設備の更新に当たり、照明機器についてはより高効率のものを使用。 

・非構造部材の耐震対策としてつり下げ式の機器を撤去し、天井にじかに設置。 

④子どもたちが快適に学べる環境づくり 

・余裕教室をオープンスペースに改修。（廊下との間の壁を撤去） 

・普通教室の床を木質化。 

 

■改修前後の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典等 学校施設の長寿命化改修の手引き（平成 26年 1月） 文部科学省 
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（３）北海道黒松内町立黒松内小学校 

学校名 黒松内町立黒松内小学校 所在地 北海道壽都郡黒松内 357-1 

面積 校舎/2788.1 ㎡ 

屋内運動場/749.16 ㎡ 

建物 校舎/RC造 2 階建て（S55年建築） 

屋内運動場/S造 2階建（S55 年建築） 

整備内容

等 

■改修の背景 

・建築後 30 年以上経過したため、老朽化と耐震性の両面から改修が必要となった。 

・安全・安心な学校づくりとともに多様な学習空間の創出と豊かな教育環境の形成を図

り、環境に配慮した改修を目指した。 
 

■改修方法 

①コンクリートの中性化対策や鉄筋の腐食対策 

・改修時に躯体を外装材で保護したことで、コンクリートが風雨にさらされることを防

ぎ、コンクリートの中性化対策や鉄筋の腐食対策に寄与。 

②耐久性に優れた材料等を使用 

・外装材及び屋根材には、耐候性に優れたガルバリウム鋼板を使用。 

・サッシには劣化に強い樹脂サッシを採用。 

③設備の更新と維持管理の容易性への配慮 

・空調・給排水・電気について、屋内外の配管、配線、キュービクルを全て更新。 

・設備機器や配線を機械室に集約することで維持管理を容易にした。 

④大幅な空間構成の変更によるオープンで豊かな環境づくり 

・耐震補強を考慮した上で必要最小限の耐力壁を残し、上下階の結びつきを高める吹き

抜けや高窓を設けることで、内部空間が開放的に連続する豊かな環境とした。 

⑤エコ改修による温かく快適な環境づくり 

・外壁・屋上外断熱，基礎断熱による熱損失低減。 

・複層ガラス（Low-E）＋樹脂製断熱サッシの利用。 

・自然通風、夜間換気の利用。 

・地中熱ヒートポンプを活用した床暖房システム 

・屋体の外壁面に太陽光発電パネルを設置。   など 
 

■改修前後の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典等 学校施設の長寿命化改修の手引き（平成 26年 1月） 文部科学省 
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（４）福岡県八女市立福島中学校 

学校名 八女市立福島中学校 所在地 福岡県八女市大字本村 430 

面積 屋内運動場/1099.19㎡ 建物 屋内運動場/RC造一部 S造 2 階建 

（S36 年建築） 

整備内容

等 

■改修の背景 

・屋内運動場は昭和 36 年建築で老朽化が著しく、壁モルタルの落下など生徒の学校生活

に危険があった。しかし改築を行う十分な予算もないことから、耐震補強を行った上

で大規模改造を実施することとなった。 

・柱や梁などの構造部分を残して解体し、耐震補強を行い再利用するため産業廃棄物や

建築コストを大幅に削減でき、環境にやさしい建築方法を採用。 

 

■改修方法 

①コンクリートの中性化対策 

・既存の柱はアルカリ性付与材と中性化抑制材で補修し、中央 3 本左右 6 本の柱はカー

ボン材で補強。 

・柱はむき出しにはせず、杉板で覆い仕上げとするなど多少でも二酸化炭素の影響を避

ける工夫を実施。 

②廃棄材の再利用 

・壁などを解体する際に発生したコンクリートがらは、床などの土間に再利用し、屋根

の下地は補修することで再利用。 

・耐震壁をはじめとする室内側壁の仕上げには、既存の屋内運動場で使用していた床材

を再利用。 

 

■改修前後の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典等 学校施設の老朽化対策について（平成 25年 3月）学校施設の在り方に関する調査研究協力者会議 
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（５）埼玉県ときがわ町立都幾川中学校 

学校名 ときがわ町立都幾川中学校 所在地 埼玉県比企郡ときがわ町大字桃木 

面積 校舎/2967㎡ 建物 校舎/RC造 

（S46 年建築） 

整備内容

等 

■改修の背景 

・ときがわ町では、耐震補強を施し、内装を木質化しながら改修することで、経費や工

期を抑えながら快適な教育環境を整備。 

・校舎は昭和 46 年に建てられ、耐震性が低く、内部の老朽化も進行していたため，平成

18 年に耐震補強工事、平成 21 年に内装木質化工事を実施。 

 

■改修方法 

・ときがわ産材の杉及び桧を用いて（約 53 ㎥）、天井・壁面・床・柱の木質化を行った。 

・無垢材にこだわらず、節のある材を活用したり、目の届かない天井の高い部分には合

板を使用して経費削減を行った。 

・環境とコストに配慮して間伐材を利用した。 

 

■改修の効果 

・学校環境衛生基準の湿度 30～80％を満たしており、相対湿度が安定している。 

 

■改修前後の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

出典等 ときがわ町ホームページ（http://www.town.tokigawa.lg.jp/） 

学校施設の老朽化対策について（平成 25年 3月）学校施設の在り方に関する調査研究協力者会議 

財団法人地方自治体公民連携研究財団（201011） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大牟田市学校施設長寿命化改修計画 

平成２７年３月 
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